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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

6/26 現在 

父島 

100/100

母島  

100/100

５月気象状況(父島)

最高気温   29.4℃

最低気温   17.8℃

平均気温   23.8℃

平均湿度    86％ 

月降水量  63.0mm

住民基本台帳登録者数（６/１）

             2,392 人 

                父島    母島 

  人口      1,941 人   451 人 

  世帯      1,071     239 

短期滞在者     4 人    18 人

                                               

                                       

                                       

                                       

ＮＯ．４５７ 

平成 14 年(2002)

７/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

ブッシュ元米国大統領来島される 

 
６月１８日から１９日にかけて、ジョージ・ブッシュ元米国大統領が父島に来島さ 

れました。 
ブッシュ氏は、第二次大戦中の１９４４年９月２日、父島旭山の無線通信施設に対 

する攻撃に雷撃機のパイロットとして参加しましたが、日本軍の対空砲火を受け父島 
の北東海上に墜落しました。その際、ブッシュ氏は脱出に成功し米国潜水艦に救助さ 
れましたが、同乗していた２人の同僚は行方不明となりました。 
今回の来島は、その２人の同僚の追悼訪問と日米友好促進のため、日本政府の招き 

により実現しました。 
 

１８日の朝、ブッシュ氏はヘリコプターから姿を見せると、集まった大勢の村民と

気さくに握手や写真撮影などに応じられました。 
ブッシュ氏は、すぐに当時の墜落海上に向かい、亡くなった同僚に献花を行いまし

た。また、地域福祉センターで行われた昼食会では、小笠原の食材を使った料理や南

洋踊り、小笠原太鼓などを楽しまれ、その後、ペリー来航記念碑前でのメモリアルス

ピーチや植樹、小港海岸でウミガメの放流を行うなど精力的に活動されました。 
翌日の送別セレモニーは、あいにくの雨により中止となってしまいましたが、強行

スケジュールの疲れを感じさせず、集まった人々に笑顔で対応されていました。 
１泊２日の短いご滞在でしたが、ブッシュ氏も村民の皆様の温かい歓迎に感激され、

大満足でお帰りになりました。 
  

 墜落地点で同僚を偲ばれる  

 大歓迎を受けるブッシュ元大統領 

 小港海岸でウミガメの放流を体験  

メモリアルスピーチ要旨 
小笠原の皆さん、そして宮澤村長のご厚意に大変感謝申し上げます。 
私が、日本政府の賓客として招待を頂きましたことを名誉に思っています。 
今朝、私がヘリポートに降り立ちました時に、皆さんからの温かい歓迎を受けましたこと

に大変感動し、感謝しております。 
米国人である私にとって、小笠原の皆さんが、日本人としての伝統を持たれているのみな

らず、私と同様の米国人の祖先を持つ方もいらっしゃることに大変感激しております。 
１９４４年９月２日、私が操縦します米国海軍の雷撃機は、この近くの空母から出撃しま

した。私の乗った飛行機は対空砲火を受け、父島近海に墜落しました。その時、同乗してい

ました私の二人の戦友は命を失いまして、私は今でもそのことに責任を感じています。 
当時、父島と硫黄島にいた日本軍の兵士は、米国の兵士に厳しい態度をとっていました。

しかし、時というものは全てを癒すものです。今、私は、日本の人々、そして小笠原の皆

さんに対して、友情と尊敬、それのみを強く感じております。 
私の息子が、今はアメリカ合衆国の大統領という職務を担っています。そして、私の息子

は、今、私が感じているのと同じような尊敬と愛情を日本の皆さんに抱いています。 
今日、集まってくださった皆さんは、ここにいる７８歳の私、元米国軍のパイロットを大

変幸せにしてくださっています。私が今日感じましたことを米国に戻りまして、できるだけ

多くの人々に伝えたいと思っています。 
 本日はありがとうございます。そして、皆様に神のご加護がありますように。 
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固
定
資
産
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ 

 

平
成
14
年
度
固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
期
限
は
、

７
月
31
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

ま
た
、
郵
便
局
又
は
農
協
か
ら
の
自
動
払
込
を
申

込
ま
れ
た
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

島
内
美
化
運
動
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

小
笠
原
村
で
は
、「
き
れ
い
で
住
み
良
い
島
づ
く

り
」
の
た
め
、
島
内
（
父
島
）
美
化
運
動
を
左
記
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

７
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
（
雨
天
中
止
） 

【
作
業
場
所
】 

 
 

都
道
２
４
０
号
線
（
気
象
庁
前
～
第
一
ト
ン
ネ

ル
入
口
）
周
辺 

【
作
業
内
容
】 

空
き
缶
や
散
乱
し
て
い
る
ご
み
拾
い
。 

軍
手
、
ご
み
袋
は
村
で
用
意
し
ま
す
。
な
お
、

参
加
者
に
は
終
了
後
、
冷
た
い
飲
み
物
を
用
意
し

て
い
ま
す
。 

【
集
合
場
所
】 

 
 

○
大
神
山
中
央
公
園
お
祭
り
広
場 

（
大
村
地
区
、
清
瀬
職
住
、
二
見
台
、
旭
台
に
お 

住
ま
い
の
方
） 

○
奥
村
運
動
場 

（
清
瀬
都
住
、
清
瀬
地
区
、
奥
村
地
区
に
お
住
ま 

い
の
方
） 

※
居
住
地
区
ご
と
の
担
当
区
分
は
右
記
の
と
お
り

と
し
ま
す
が
、ど
ち
ら
に 

参
加
さ
れ
て
も
結
構
で

す
。参
加
し
や
す
い
場
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

第６回硫黄島訪島事業を実施しました 
 
恒例の硫黄島訪島事業を今年も６月２０日から２３日にかけて実施しました。 
２１日の朝、硫黄島に上陸後、午前９時から硫黄島島民平和祈念墓地公園において慰霊 

祭を行い、その後、天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行い島内を回りました。 
翌日は、硫黄島旧島民の方々は出身集落へ里帰りをし、来賓及びその他の方々は自衛隊 

基地内の見学を行いました。 
硫黄島訪島事業には、毎年、父島・母島の中学２年生が参加していますが、昨年から本 

事業は学校行事として位置づけられました。 
中学校では、事前に旧島民の方から硫黄島についての話を聞く機会を設けるなど、事前 

学習をした上で硫黄島を訪れており、有意義な訪島になったことと思います。 
帰りの船内においても、旧島民の方と中学生との勉強会が行われました。 
中学生から熱心な質問が飛び交い、硫黄島を実際に訪れて感じたこと、考えたことにつ 

いて一人一人感想が述べられるなど、その純粋で真摯な姿勢に参加した旧島民の方が心を 
打たれ、多くの涙を誘っていました。 

 
 
 
 

 

硫黄島平和祈念会館完成 
昨年度から着工しておりました硫黄島一時滞在施設「硫黄島平和祈念会館」が竣工しま

した。 
そのため、この硫黄島訪島事業に併せ、国土交通省、厚生労働省、防衛庁、防衛施設庁東

京防衛施設局及び東京都総務局から来賓をお招きし、開所式典を執り行いました。 
この硫黄島平和祈念会館は、硫黄島訪島事業のほか、硫黄島島民平和祈念墓地公園の維

持管理作業や厚生労働省主催の遺骨収集作業、東京都主催の硫黄島墓参などに利用される

現地での拠点となる施設です。 
硫黄島旧島民の方々の帰島が叶わぬ現状において、せめて墓参の際には、硫黄島の地に

身体を横たえ心安らかに慰霊ができるよう願って止みません。 
                  今回の訪島事業では、国、都などの関係諸機関をはじめ、現地の自衛隊の方々や多くの

関係者の方のご協力をいただき、無事に終了することができました。ここに改めて御礼申

し上げます。  
 ●問合せ先 企画課企画係  ２－３１１２

 硫黄島島民平和祈念墓地公園 

 米軍上陸の地 南海岸  

 竣工した硫黄島平和祈念会館 

 天山慰霊碑にて   南海岸から摺鉢山を望む  
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７
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の 

 
 
 
 
 

島
外
搬
出
月
で
す 

 

小
笠
原
村
で
は
、
条
例
に
よ
り
ポ
ン
コ
ツ
車
（
自

動
車
等
）
の
島
外
搬
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。 

島
外
搬
出
は
、
共
勝
丸
に
よ
り
奇
数
月
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
ポ
ス
タ
ー
や
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
自
動
車
等
と
は
】 

廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
動

機
付
自
転
車
及
び
廃
タ
イ
ヤ 

【
注
意
事
項
】 

○
燃
料
及
び
漏
れ
出
す
恐
れ
の
あ
る
オ
イ
ル
は
必

ず
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
積
込
み
時
に
燃
料
メ
ー
タ

ー
が
残
量
を
示
し
て
い
る
車
両
は
、
そ
の
場
で
抜

い
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
住
所
と
氏
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。 

○
車
内
に
ご
み
を
残
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
車
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
車
両
１
台
に
つ
き
１
本 

で
す
。
そ
れ
以
上
出
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
処
理 

料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

○
畑
や
個
人
の
庭
に
置
い
て
あ
る
ポ
ン
コ
ツ
車
も
、 

必
ず
島
外
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。
搬
出
す
る
際
は 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
確
実
に
取
り
除
き
、
植
物 

防
疫
官
の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
除
去
す
る
際
に
は
、
素

手
で
さ
わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
  

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
   

３
―
２
１
１
１ 

       

建
設
水
道
課
か
ら
の
お
願
い 

 

毎
月
15
日
頃
か
ら
２
日
間
、
上
下
水
道
使
用
料
の

メ
ー
タ
ー
検
針
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
は
使
用
者
又
は
所
有
者
の
管
理
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、左
記
の
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
、

検
針
業
務
の
効
率
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
メ
ー
タ
ー
蓋
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
車
両
を
駐 

車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
メ
ー
タ
ー
周
辺
に
草
木
が
繁
っ
て
い
る
場
合
は
、 

剪
定
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
破
損
が
あ
る
場
合
は
、
す 

ぐ
に
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
犬
は
メ
ー
タ
ー
や
出
入
口
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で 

く
だ
さ
い
。 

※
メ
ー
タ
ー
位
置
の
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
ご
相
談 

く
だ
さ
い
。 

 

【
水
道
豆
知
識
】 

 
 

メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
有
効
期
限
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
８
年
毎
に
交
換
し
ま
す
。 

交
換
の
際
、
料
金
を
い
た
だ
く
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。】 

 
 

水
道
料
金
の
納
付
は
口
座
振
替
で
も
行
え
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
局
又
は
農
協
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
６ 

 

村
営
バ
ス
夏
季
ダ
イ
ヤ
の
お
知
ら
せ 

  

村
営
バ
ス
で
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
に
合

わ
せ
、
土
・
日
曜
日
の
扇
浦
線
に
つ
い
て
、
夏
季
ダ

イ
ヤ
を
設
定
し
ま
し
た
。 

 

夏
季
ダ
イ
ヤ
は
、
通
常
の
休
日
ダ
イ
ヤ
よ
り
始
発

が
１
時
間
早
く
、
終
発
が
１
時
間
遅
く
な
り
ま
す
。 

 

村
営
バ
ス
で
、
夏
の
休
日
を
楽
し
く
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

【
実
施
期
間
】
７
月
20
日
（
土
）
～
９
月
１
日
（
日
） 

※
土
・
日
の
み 

【
運
行
路
線
】 

○
扇
浦
線
（
村
役
場
前
～
小
港
海
岸
往
復
） 

村
役
場
前 

始
発 

午
前
８
時
15
分 

 

終
発 

午
後
５
時
15
分 

 

小
港
海
岸 

始
発 

午
前
８
時
35
分 

 

終
発 

午
後
５
時
35
分 

 
 

小
中
学
校
・
診
療
所
・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
経
由
し
、
奥
村
～
小
港
海
岸
間
は
、
停
留
所
以
外

で
も
自
由
に
乗
降
が
で
き
ま
す
。
昼
を
除
き
約
１
時

間
に
１
本
の
運
行
で
す
。 

※
大
村
～
奥
村
循
環
線
で
は
夏
季
ダ
イ
ヤ
は
実
施
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。 

【
運 

賃
】 

○
村 

 

民 

 
 
 

大
人
２
０
０
円 

小
学
生
以
下
１
０
０
円 

○
村
民
以
外 

 
 
 

大
人
３
０
０
円 

小
学
生
以
下
１
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

ご
利
用
に
関
す
る
こ
と 

 

 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

バ
ス
事
業
に
関
す
る
こ
と 

 
 
 

産
業
観
光
課
企
業
係 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

母
島
新
ご
み
処
理
施
設
の 

 
 
 
 
 

名
称
募
集
に
つ
い
て 

 

11
月
か
ら
稼
動
す
る
母
島
の
新
し
い
ご
み
処
理

施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
の
施
設
は
焼
却
ご
み
と
資
源
物
を
父
島
及
び
内

地
へ
輸
送
す
る
た
め
の
中
継
と
、
生
ご
み
の
一
次
堆

肥
化
な
ど
を
行
う
施
設
で
す
。 

ク
リ
ー
ン
で
親
し
み
や
す
い
施
設
名
に
し
た
い
と 

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お 

り
ま
す
。 

【
応
募
方
法
】
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

村
役
場
及
び
母
島
支
所
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
設

置
し
て
あ
る
応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

【
応
募
締
切
】
７
月
31
日
（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係
２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

○老
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ 

 ○
入
院
し
た
と
き
の
一
部
負
担
金
及
び
食
事
代
は
、

１
つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
１
ヵ
月
の
上
限
が
左
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
ベ
ッ
ド
代
等
の
自
費

分
は
含
み
ま
せ
ん
） 

                       

※
に
該
当
す
る
方
は
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
村
役
場
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 自己負担限度額 入院時の食事代 

一 般 １ヵ月に 
３７,２００円まで １日７８０円 

９０日までの入院は 
１日６５０円 住 民 税 

非 課 税 
世 帯 ※ 

１ヵ月に 
 

２４,６００円まで 過去１２ヵ月の入院が 
９０日を超えるときは 

１日５００円 

住民税非課税世

帯等で老齢福祉

年金受給者 ※ 

１ヵ月に 
 

１５,０００円まで 
１日３００円 
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○
同
じ
世
帯
内
で
、
複
数
の
人
の
入
院
に
よ
り
医
療

費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き 

入
院
に
よ
り
、
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機
関
で
３

万
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
は
２
１
０
０
０
円
）

以
上
を
支
払
っ
た
老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
同
じ
世

帯
に
複
数
い
る
な
ど
の
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

る
と
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
３
７
２
０
０
円
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
は
２
４
６
０
０
円
）
を
超
え
た
分

が
高
額
医
療
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

※
世
帯
内
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
や
長
期
特
定
疾

病
患
者
な
ど
に
つ
い
て
も
、
合
算
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

      

老
人
医
療
費
助
成
制
度

○福
に
つ
い
て 

 

毎
年
７
月
は

○福
医
療
証
の
更
新
月
で
す
。 

新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
、
新
し
い
医
療
証
に
更
新
さ

れ
る
方
は
、
村
民
課
住
民
係
又
は
母
島
支
所
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。（

○福
に
該
当
す
る
方
に
は
、

事
前
に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。） 

○
老
人
医
療
費
助
成

○福
制
度
と
は 

概
ね
65
歳
～
69
歳
の
健
康
保
険
加
入
者
（
生
活

保
護
受
給
者
と
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人
を
除

く
）
で
、
一
定
の
所
得
以
下
の
方
を
対
象
と
し
た
東

京
都
の
医
療
助
成
制
度
で
す
。 

対
象
者
に
は
、

○福
医
療
証
が
交
付
さ
れ
、
老
人

医
療
制
度
と
同
様
、
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
で

医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

【
対
象
年
齢
】 

            

【
所
得
要
件
】 

           

【
そ
の
他
】 

 
 

老
人
医
療
費
助
成

○福
制
度
は
東
京
都
が
行
う

制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
都
外
で
診
療
を
受
け
る

場
合
に
は

○福
医
療
証
は
使
え
ま
せ
ん
。 

そ
の
場
合
、
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
で
受
診

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
差
額
の
払
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
村
民
課
住
民

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

   

小
笠
原
村
観
光
Ｐ
Ｒ
デ
ー 

の
実
施
に
つ
い
て 

  

小
笠
原
村
で
は
日
本
ハ
ム
の
小
笠
原
選
手
が
観
光

親
善
大
使
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
に
１
回
東
京
ド
ー

ム
で
「
小
笠
原
村
観
光
Ｐ
Ｒ
デ
ー
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
７
月
27
日
（
土
）
の
福
岡
ダ
イ
エ
ー

戦
と
な
っ
て
お
り
、
試
合
開
始
（
午
後
１
時
30
分
） 

                               

前
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
日
本
ハ
ム
・
福
岡

ダ
イ
エ
ー
両
チ
ー
ム
、
小
笠
原
選
手
へ
の
特
産
品
の

贈
呈
や
、
南
洋
踊
り
の
披
露
を
行
い
ま
す
。 

 

夏
休
み
は
内
地
に
上
京
さ
れ
る
村
民
の
方
も
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
東
京
ド
ー
ム

へ
足
を
運
び
小
笠
原
選
手
を
応
援
し
て
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

                             

２００２小笠原観光写真コンテストの実施について 
 

 小笠原村主催のフォトコンテストも今年で８回目となりました。今回入賞した作品は、平成１５

年度の村の観光宣伝事業で積極的に利用する予定です。詳しい応募要綱は産業観光課産業観光係に

ありますのでお問い合わせ下さい。ご希望の方は郵送及びＦＡＸで送付いたします。 

 

【応募資格】 プロ・アマ問いません 

【部門】 

 《Ａ部門》 小笠原の観光（自然風景、イベント、動植物等、小笠原を象徴するもの） 

 《Ｂ部門》 小笠原へ旅情を誘う風景（写真を見てぜひ小笠原へ行ってみたいと思わせる風景）

※両部門とも未発表のもので、同一または類似したコンテストに応募及び発表される予定のない

ものに限ります。なお、応募作品にはタイトルとそのタイトルへの思いを必ず記載してください。

【審査員】 榊原透雄（写真家）、村役場産業観光課 

【応募上の注意】 

  カラープリント（キャビネ判～四つ切り）及びカラースライド（３５mm）でお願いします。

別紙に部門、氏名、住所、電話番号、撮影場所、作品返却希望の有無を明記して添付してくだ

さい。 

 応募数は１人１０作品までとします。 
【応募期間】 １０月１日（火）～１１月１日（金） 
 ※村外からの応募は１０月３１日東京発便に間に合うようお願いします。 
【賞（Ａ・Ｂ各部門）】  
・金賞 １０万円  １作品 
・銀賞  ５万円  １作品 
・銅賞  ３万円  １作品 
・入選  １万円  ２作品 

【発表方法】 本人に直接連絡するとともに、村民だより平成１５年１月号に掲載いたします。 
 
●応募・問合せ先 産業観光課産業観光係 ２－３１１４ 

昭
和
11
年
７
月
１
日
～ 

昭
和
12
年
６
月
30
日 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

昭
和
10
年
７
月
１
日
～ 

昭
和
11
年
６
月
30
日 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

昭
和
10
年
６
月
30
日 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

生 

年 

月 

日 

平
成
16
年
７
月 

か
ら
対
象

平
成
14
年
７
月 

か
ら
対
象

65
歳
の
誕
生
日 

か
ら
対
象

対
象
に
な
る
時
期

５ 

人 

４ 

人 

３ 

人 

２ 

人 

１ 
人 

０ 

人 
扶
養
親
族
の
数 

４
５
７
万
２
千
円 

４
１
９
万
２
千
円 

３
８
１
万
２
千
円 

３
４
３
万
２
千
円 

３
０
５
万
２
千
円 

２
５
７
万
２
千
円 

所
得
限
度
額 
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父
島
動
物
巡
回
診
療
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
14
年
度
第
１
回
父
島
動
物
巡
回
診
療
を
左

記
の
要
領
で
行
な
い
ま
す
。 

飼
い
犬
・
飼
い
ネ
コ
を
適
正
に
飼
養
し
、
む
や
み

な
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
は
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
責
任
で
す
。

こ
の
機
会
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
８
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
） 

【
会
場
】
保
健
所 

【
予
約
期
間
】
７
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
） 

【
注
意
事
項
】 

○
予
約
さ
れ
て
い
な
い
方
は
診
療
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
申
込
数
に
よ

っ
て
は
、
今
回
の
診
療
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 

○
予
約
期
間
終
了
後
、
診
療
日
・
時
間
を
個
別
に

ご
連
絡
し
ま
す
。 

○
診
療
に
か
か
る
費
用
は
、
全
て
有
料
と
な
り
ま

す
。（
金
額
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
診
療
日
・
時
間

を
連
絡
す
る
際
に
ご
説
明
し
ま
す
。） 

 ●
予
約
受
付
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

父
島
野
ネ
コ
対
策
事
業
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
８
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
野
ネ

コ
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
度
第
１
回
事
業

（
父
島
）
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
村
民
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

捕
獲
し
た
ネ
コ
に
は
不
妊
去
勢
手
術
を
施
し
、
新

た
な
野
ネ
コ
の
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
。 

 

貴
重
な
小
笠
原
の
自
然
環
境
の
保
全
と
、
生
活
環

境
の
維
持
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
母
島
で
は
、
随
時
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
捕
獲
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
母
島
支

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
捕
獲
予
定
期
間
】
７
月
15
日
（
月
）
～
31
日
（
水
） 

【
捕
獲
予
定
地
域
】 

○
西
町
・
東
町 

○
奥
村
都
住
・
職
住
周
辺 

○
清
瀬
交
差
点
周
辺 

○
境
浦
他  

※
そ
の
他
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
地
域
が
あ
れ
ば
ご

連
絡
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

く
ら
し
の
総
合
相
談 

 

○
く
ら
し
の
総
合
相
談
（
法
律
・
税
務
等
） 

 

弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
が
、
み
な
さ
ま
の
相
談
に
無
料
で
お
答
え
い
た
し

ま
す
。 

【
日
時
】 

 
 

７
月
４
日
（
木
）、
５
日
（
金
） 

 
 

午
前
９
時
～
正
午 

 
 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

○
く
ら
し
の
法
律
教
室 

 

法
律
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
法
律
家
の
活
動
等
を

身
近
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
く
ら
し
の
法

律
教
室
」
を
開
催
し
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

 
 

７
月
４
日
（
木
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
父
島 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
 
 
 

母
島 

母
島
支
所 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

「
第
２
回
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ル
ー
ツ 

ま
つ
り
」
開
催
さ
れ
る 

 
 

去
る
、
６
月
15
日(

土)

に
「
第
２
回
パ
ッ
シ
ョ

ン
・
フ
ル
ー
ツ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

最
初
に
、
前
日
に
実
施
さ
れ
た
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
・

フ
ル
ー
ツ
品
評
会
」
に
お
け
る
優
秀
農
家
の
発
表
が

あ
り
、
今
回
出
品
点
数
15(

父
島
４
、
母
島
11)

の

内
、
入
選
８
点
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

各
賞
の
受
賞
農
家
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
金
賞
（
小
笠
原
村
長
賞
） 

松
下 

修
治
（
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
海
原
） 

・
銀
賞 

（
小
笠
原
総
合
事
務
所
長
賞
） 

山
中 

幾
雄 

 
 

（
東
京
都
小
笠
原
支
庁
長
賞
） 

都
留 

夫
美
子 

 
 

（
東
京
島
し
ょ
農
協
小
笠
原
父
島
支
店
長
賞
） 

宮
川 

太
（
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
海
原
） 

・
銅
賞 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
長
賞
） 

 
 

小
松 

広
子 

（
母
島
観
光
協
会
長
賞
） 

上
川 

耕
治 

（
小
笠
原
海
運
株
式
会
社 

社
長
賞
） 

田
代 

美
穂 

（
東
京
都
農
業
共
済
組
合
連
合
会 

会
長
賞
） 

藤
谷 

明
憲 

品
評
会
審
査
の
講
評
と
し
て
、
農
業
セ
ン
タ
ー
朝

長
所
長
か
ら
「
昨
年
よ
り
農
地
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
も

ど
も
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
か
ら

の
努
力
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
向
上
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
。」と
素
晴
ら
し
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
の
部
で
は
、
昨
年
を
上
回
る
大
勢
の
方

の
参
加
が
あ
り
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
即
売
会
、
商
工
会

女
性
部
に
よ
る
手
作
り
料
理
、
小
笠
原
島
漁
協
加
工

部
、
農
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
試
食
品
の
提
供
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
リ
キ
ュ

ー
ル
の
試
飲
等
、ま
た
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

南
洋
踊
り
＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
、ボ
ニ
ン
囃
子
に
よ
る
太
鼓
、

フ
ラ
・
オ
ハ
ナ
の
踊
り
・
演
奏
が
行
わ
れ
、
大
変
好

評
を
頂
き
ま
し
た
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
即
売
で
は
、
郵
便

局
に
よ
る
内
地
発
送
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
用
意
し

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。 

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
関

係
団
体
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間 

５
月
23
日
～
６
月
14
日
】 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席 

・
空
港
建
設
要
望
（
国
土
交
通
省
・
都
議
会
・
都
） 

・
空
港
調
査
打
合
せ 

・
財
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
都
市
町
村
課
） 

な
ど 

 

     

小
笠
原
か
ら
内
地
へ
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に

よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（
母
島
は
植
物
防
疫
補
助
員
）
に
よ
り
、
ア

フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
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を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地

へ
持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

防
疫
主
査
（
植
物
防
疫
官
）
２
―
２
１
４
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://www.pps.go.jp/ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
７
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

【
日
時
】
７
月
15
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

臨
時
出
張
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
相
談
会
は
、
東
京
都
の
労
政
事
務
所
職
員
が

来
島
す
る
機
会
に
臨
時
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
16
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
内
容
】
労
働
問
題
全
般
（
解
雇
、
賃
金
不
払
い
、 

退
職
、
就
業
規
則
な
ど
の
相
談
と
資
料
配
付
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス 

国
家
試
験
の
お
知
ら
せ 

【
試
験
日
時
】 

11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～ 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
の
配
付
】 

７
月
15
日
（
月
）
以
降
に
小
笠
原
支
庁
産
業
課 

に
て
配
付
予
定 

【
申
込
み
に
つ
い
て
】 

８
月
26
日
（
月
）
～
９
月
６
日
（
金
）
ま
で
に

受
験
願
書
に
記
載
の
担
当
事
務
所
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
） 

※
小
笠
原
支
庁
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

金
融
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

 

商
工
会
で
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
、「
出
張
金
融
相
談
会
」を
次
の
日
程
で
開
催
い

た
し
ま
す
。 

 

事
業
資
金
や
教
育
資
金
、
こ
れ
か
ら
ご
商
売
を
始

め
ら
れ
る
方
な
ど
を
対
象
に
行
い
ま
す
の
で
、
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
４
日
（
木
）
５
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
５
時 

 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
７
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館 

会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

大
花
火
大
会
広
告
料
及
び 

寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願
い 

 

小
笠
原
の
夏
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』
が
今
年
は

８
月
11
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

協
賛
広
告
料
（
一
口
１
万
円
）
と
村
か
ら
の
補
助
金

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
頂
い
た
方

の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上

げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に
あ
た

っ
て
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
全
体
へ

の
寄
付
金
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
に
負
け
な
い
大
き
な
花
火
で
、
小
笠
原
の
夏

の
夜
空
を
大
輪
の
華
で
彩
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
盆
踊
り
大
会
は
、
８
月
10
日
（
土
）、
11

日
（
日
）、
12
日
（
月
）
の
３
日
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
内
）
２
―
２
１
８
７ 

 

本
土
向
け
一
般
貨
物
、
宅
急
便
等 

の
受
付
時
間
に
つ
い
て 

 

通
常
期
及
び
７
、
８
月
の
着
発
便
と
も
に
左
記
の

時
間
帯
で
受
付
け
い
た
し
ま
す
。 

○
父
島 

【
一
般
貨
物
】 

出
港
前
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
４
時 

【
宅
急
便
】 

出
港
前
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分 

午
後
１
時
～
４
時 

出
港
当
日 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
受
託
手
荷
物(

チ
ッ
キ)

、
自
転
車
、 

オ
ー
ト
バ
イ
（
１
２
５
㏄
以
下
）】 

 
 

出
港
当
日 

正
午
～
午
後
１
時 

○
母
島 

【
一
般
貨
物
、
宅
急
便
】 

出
港
前
日 

午
前
８
時
～
午
後
４
時 

（
ク
ー
ル
宅
急
便
は
午
後
３
時
～
４
時
） 

【
受
託
手
荷
物
（
チ
ッ
キ
）】 

 
 

出
港
当
日 

午
前
９
時
～
９
時
30
分 

※
冷
凍
品
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
お
持
込
み
く
だ

さ
い
。な
お
、出
港
当
日
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
持
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
（
株
）
父
島
営
業
所 ２

―
２
１
１
１ 

 
 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）
母
島
代
理
店 

３
―
２
３
３
１ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・ 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生

茎
及
び
生
塊
根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 船

客
待
合
所 

小
笠
原 総

合
事
務
所 

場 

所 

 

手
荷
物 

携
帯
品
等 

 

郵
パ
ッ
ク 

 
 

宅
急
便 

対
象
物 

母
島
で
は
植
物
防
疫
補
助
員
が 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時
～ 

   

午
後
５
時
） 

時 

間 
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
し
ま
す 

 

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
７
月
７
日
（
日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

永
合 

 

２
―
３
０
０
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉 

 

２
―
２
６
２
８ 

               

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
の 

お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 
  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヶ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
11
日(

木)

午
後
２
～
４
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

左
記
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】 

７
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階 

調
理
教
室 

【
内
容
】
離
乳
食
（
実
演
・
試
食
も
あ
り
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係  

２
―
３
９
３
９ 

 
介
護
者
教
室
の
お
知
ら
せ 

 

明
老
会
で
は
次
の
と
お
り
介
護
者
教
室
を
実
施
い

た
し
ま
す
。 

今
回
は
視
覚
障
害
の
あ
る
方
や
、
麻
痺
の
あ
る
方

の
食
事
の
介
助
法
を
行
い
ま
す
。
実
際
に
簡
単
な
食

事
を
食
べ
な
が
ら
、
介
助
法
を
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム 

【
内
容
】
食
事
の
介
助
法 

 
 
 

※
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

明
老
会 

担
当
金
児 

２
―
３
９
１
１ 

      

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習 

２
級
課
程
」
開
催
の
お
知
ら
せ 

  

福
祉
人
材
の
確
保
育
成
を
目
的
と
し
た
「
東
京
都

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
」
を
小
笠
原
村
社
会
福

祉
協
議
会
が
東
京
都
か
ら
委
託
を
受
け
て
開
催
し
ま

す
。講
習
の
概
要
、募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
講
習
名
】
東
京
都
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習 

【
課
程
】
２
級
課
程
（
講
習
１
３
０
時
間
） 

【
対
象
者
】
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
従
事

し
て
い
る
方
及
び
今
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
。 

【
受
講
条
件
】
小
笠
原
村
在
住
で
、
全
て
の
科
目
に

出
席
で
き
、
講
習
終
了
後
、
必
ず
社
協
に
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
登
録
し
て
、
１
日
数
時
間

従
事
で
き
る
方 

【
講
習
期
間
】
９
月
～
平
成
15
年
３
月 

【
講
習
内
容
】 

①
講
義
（
58
時
間
）
通
信
教
育
で
行
い
ま
す
。 

 

 

②
実
技
（
42
時
間
）
内
地
講
師
の
派
遣
や
島
内 

の
講
師
で
行
い
ま
す
。 

 

③
実
習
（
30
時
間
）
内
地
の
施
設
で
行
い
ま
す
。 

【
受
講
料
】
６
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

 

※
旅
費
に
関
し
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、 

 

一
部
社
協
で
負
担
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
募
集
定
員
】
10
名 

【
事
前
説
明
会
に
つ
い
て
】 

 
 

７
月
９
日
（
火
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
会
議
室 

午
後
７
時
～ 

 
※
母
島
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
対
応
し
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
説
明
会
終
了
後
～
７
月
15
日
（
月
） 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 

父
島
事
務
局 

 

２
―
２
４
８
６ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
事
務
局 

 

３
―
２
１
８
８ 

   

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

13 

「
番
外
編
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
を
訪
ね
て
」 

 

５
月
の
下
旬
か
ら
６
月
の
中
旬
に
か
け
て
日
本

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
と
言
わ
れ
て
い
る
軽
井

沢
、
沖
縄
東
村
、
屋
久
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
軽
井
沢

で
は
国
土
交
通
省
主
催
の
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養

成
セ
ミ
ナ
ー
」
が
３
泊
４
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
77

名
の
全
参
加
者
の
中
、
小
笠
原
か
ら
11
名
も
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
主
催
者
側
も
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
に

対
す
る
小
笠
原
の
意
識
の
高
さ
に
驚
い
て
い
た
様
子

で
し
た
。
ま
た
、
10
名
ほ
ど
選
ば
れ
た
優
秀
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
に
小
笠
原
か
ら
４
名
も
選
ば
れ
て
、
小

笠
原
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
質
の
高
さ
に
も
主
催

者
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。
毎
晩

行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
を
目

指
す
全
国
の
方
々
と
情
報
交
換
を
し
て
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
交
流
会
の
席
で
沖
縄
の
「
東
村
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
」
の
方
々
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
談
議
で
盛

り
上
が
り
、「
今
度
沖
縄
に
来
て
下
さ
い
」
↓
「
ぜ
ひ

行
き
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
に
早
速
沖
縄
を
訪
れ
ま
し
た
。
東
村
で
は
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
を
観
光
資
源
と
し
て
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
の
エ
コ
ツ
ア
ー
が
盛
ん
で
し
た
。
東
村

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
で
は
「
地
元
主
体
」
と
い
う

考
え
方
が
基
本
に
あ
り
、
地
元
の
村
民
が
積
極
的
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
こ
と
で
「
地
元
へ
利
益

が
還
元
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
東

村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
所
属
の
ガ
イ
ド
に
な
る
た

め
に
は
、
東
村
に
住
民
票
を
置
い
て
い
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
東
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
村
役
場

の
方
々
に
、「
小
笠
原
で
も
地
元
主
体
で
動
か
な
け

れ
ば
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
成
功
し
な
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。 

沖
縄
の
次
に
訪
れ
た
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
で
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あ
る
屋
久
島
で
は
、東
村
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
地

元
主
体
」
と
い
う
考
え
方
が
浸
透
せ
ず
に
エ
コ
ツ
ア

ー
が
盛
ん
に
な
っ
た
た
め
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
上
で
大
き
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
本

州
か
ら
訪
れ
る
「
出
張
ガ
イ
ド
」
が
乱
立
し
て
し
ま

い
、
地
元
に
根
ざ
し
て
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
方
々
の

仕
事
が
出
張
ガ
イ
ド
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
出
張
ガ
イ
ド
の
中
に
は
道
案
内
だ
け
を
し
て
高

額
な
ガ
イ
ド
料
金
を
請
求
す
る
場
合
も
あ
り
、
旅
行

者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
出

張
ガ
イ
ド
は
屋
久
島
に
住
民
票
を
置
い
て
い
な
い
た

め
、
稼
い
だ
お
金
を
屋
久
島
以
外
の
地
域
で
使
う
こ

と
が
多
く
、屋
久
島
に
は
利
益
が
還
元
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
大
き
な
目
標
で
あ
る

「
地
元
の
経
済
発
展
」が
欠
け
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

こ
の
出
張
ガ
イ
ド
対
策
と
し
て
地
元
役
場
、
ガ
イ
ド

団
体
、
商
工
会
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
ガ
イ
ド
の

質
的
向
上
と
地
元
ガ
イ
ド
の
雇
用
促
進
を
目
的
と
し

た
ガ
イ
ド
認
定
制
度
を
立
ち
上
げ
る
計
画
が
あ
る
そ

う
で
す
。 

 

国
内
３
地
域
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
を
訪
れ

て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し
て
多
く
の

貴
重
な
意
見
や
資
料
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
今

後
の
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
展
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
考
え
て
い
ま
す
。 

 

第
７
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（
勉
強
会
）
開
催 

【
内
容
】 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ガ
イ
ド 

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
作
ろ
う
！
前
編
」 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
に
役

立
つ
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
参
加
者
み
ん
な
で

作
り
ま
す
。
家
で
行
っ
て
い
た
だ
く
課
題
も
あ
り
ま

す
。
９
月
頃
の
完
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！ 

【
日
時
】
７
月
13
日
（
土
）
午
後
７
時
～ 

※
夜
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
会
場
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
受
講
資
格
】
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
及
び
村
民
の
方 

【
定
員
】
30
名
（
要
予
約
） 

 

第
２
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会
の
お
知
ら
せ 

前
回
好
評
を
頂
い
た
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

認
定
を
受
け
て
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
イ
ン
タ

ー
プ
リ
タ
ー
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？ 

【
内
容
】 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
講
座 

小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学
（
講
習
会
終
了
後
に
認

定
試
験
を
実
施
し
ま
す
） 

【
日
時
】
７
月
７
日
（
日
） 

昼
の
部 

午
後
１
時
～
４
時 

夜
の
部 

午
後
６
時
～
９
時 

ど
ち
ら
か
一
方
の
受
講
に
な
り
ま
す
。 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
参
加
資
格
】
15
才
以
上 

【
定
員
】
な
し 

【
申
込
期
限
】
７
月
５
日
（
金
） 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
（
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

（
担
当 

一
木
） 
２
―
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
13 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
標
識
放
流
調
査 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
１
９
８
２
年
か
ら
産

卵
の
た
め
に
砂
浜
に
上
陸
す
る
メ
ス
ガ
メ
に
標
識
を

装
着
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
１
２
０
０
頭
を
超
え
て

い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
も
早
く
４
月
末
ご
ろ
か

ら
産
卵
が
始
ま
り
、
す
で
に
１
４
０
頭
以
上
の
カ
メ

に
標
識
を
装
着
し
ま
し
た
。
産
卵
す
る
カ
メ
の
中
に

は
数
年
前
に
標
識
を
装
着
さ
れ
た
カ
メ
も
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
古
い
標
識
が
つ
い
て
い
る
カ
メ
を

見
つ
け
た
と
き
は
、
新
し
い
標
識
に
交
換
し
ま
す
。

標
識
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
た
め
、
少
し
ず
つ
す
り

減
っ
て
し
ま
い
10
年
も
経
つ
と
数
字
が
ほ
と
ん
ど

読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
今
回
は
こ
れ

ら
標
識
放
流
の
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

小
笠
原
諸
島
で
産
卵
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
１

シ
ー
ズ
ン
に
お
お
よ
そ
４
～
６
回
の
産
卵
を
２
週
間

ご
と
に
繰
り
返
し
ま
す
。
す
べ
て
同
じ
砂
浜
で
産
卵

す
る
カ
メ
も
い
れ
ば
、
少
し
ず
つ
移
動
す
る
カ
メ
、

中
に
は
大
移
動
し
て
父
島
と
母
島
列
島
の
平
島
で
産

卵
す
る
カ
メ
も
い
ま
す
。
そ
し
て
産
卵
期
が
終
わ
る

と
、
１
０
０
０
キ
ロ
以
上
は
な
れ
た
日
本
列
島
の
主

に
千
葉
県
か
ら
鹿
児
島
県
に
か
け
て
の
太
平
洋
岸
に

向
か
い
ま
す
。
速
い
個
体
で
は
、
わ
ず
か
２
週
間
で

小
笠
原
か
ら
宮
崎
県
に
た
ど
り
着
い
た
カ
メ
も
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
海
域
で
餌
と
な
る
海
藻(

海
草)

を
食

べ
て
い
る
よ
う
で
す
。小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、

海
外
で
見
つ
か
っ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
周

辺
の
海
域
に
の
み
生
息
す
る
と
い
え
そ
う
で
す
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
分
析
か
ら
も
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

他
の
海
域
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
交
流
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
、
今
後
も
小
笠
原
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

を
絶
滅
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
小
笠
原
で
の
努
力
だ

け
で
な
く
、
日
本
全
体
に
協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
の
で
す
。 

古
い
標
識
か
ら
は
更
に
面
白
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
日
本
の
太
平
洋
岸
で
栄
養
を
蓄
え
た
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
は
３
～
５
年
す
る
と
再
び
小
笠
原
の
砂
浜
に
戻

っ
て
産
卵
し
ま
す
。
昨
年
産
卵
し
た
２
頭
は
少
な
く

と
も
17
年
間
で
小
笠
原
と
内
地
の
間
を
６
往
復
し

て
い
ま
す
。
中
に
は
２
年
で
戻
っ
て
く
る
カ
メ
も
い

ま
す
が
、
産
卵
し
た
翌
年
に
戻
っ
て
き
た
カ
メ
は
今

の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
１
シ
ー
ズ
ン
の

産
卵
場
所
同
様
、
数
年
前
と
ま
っ
た
く
同
じ
砂
浜
で

産
卵
す
る
カ
メ
も
い
れ
ば
、
少
し
ず
つ
違
う
砂
浜
に

移
動
し
て
産
卵
す
る
カ
メ
も
い
ま
す
。 

戻
っ
て
き
た
カ
メ
の
甲
長
を
測
る
と
、
平
均
で
年

に
２
㎜
ほ
ど
し
か
成
長
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
で
最
も
小
さ
い
カ
メ
は
今
年
見
つ
か
っ
た

80
・
３
㎝
、
最
も
大
き
い
カ
メ
は
昨
年
見
つ
か
っ
た

１
０
９
・
１
㎝
と
お
よ
そ
30
㎝
、
体
重
に
し
て
１
０

０
㎏
以
上
の
差
が
あ
り
ま
す
。 

産
卵
メ
ス
の
標
識
放
流
は
と
て
も
地
味
な
作
業
で

す
が
、
こ
の
よ
う
に
産
卵
回
数
や
移
動
経
路
、
回
帰

年
数
、
成
長
な
ど
を
知
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
調
査
な
の
で
す
。 

今
シ
ー
ズ
ン
も
し
ば
ら
く
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
カ
メ
専
用
の
大
き
な
ノ
ギ
ス
を
持
っ
て

夜
間
砂
浜
を
う
ろ
つ
く
日
々
が
続
き
ま
す
。
ノ
ギ
ス

は
遠
目
に
は
魔
女
の
持
つ
大
き
な
鎌
の
よ
う
に
も
見

え
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
怖
が
ら
ず
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
産
卵
を
見
な
が
ら(

小
さ
な
声
で)

の

ん
び
り
カ
メ
の
お
話
で
も
し
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
今
年
装
着
し
て
い
る
標
識
は
２
４
９
０
１

～
２
５
０
０
０
番
及
び
２
９
０
０
１
番
以
降
で
す
。 

○
お
知
ら
せ 

ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー｢

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を

見
守
る｣

は
、お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
及
び
出
港
前
日

に
好
評
開
催
中
で
す
。
電
話
予
約
の
上
、
御
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２-

２
８
３
０ 
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肝炎ウィルス検診の導入                                                

肝炎を起こす原因にはいろいろありますが、我が国ではそのほとんどが肝炎ウィルスの感染によるものとされています。

その為、厚生労働省は、肝炎ウィルス検診（Ｂ型・Ｃ型）を保健事業の健康診査の種類に追加することとしました。よっ

て、小笠原村でも、平成１４年度より、住民健診の基本健康診査の採血項目に追加されます。 

 肝炎ウィルス検診の対象者は、小笠原村内に居住地を有する保健事業の健康診査の対象者のうち、４０歳、４５歳、５

０歳、５５歳、６０歳、６５歳及び７０歳の者とする。また、それ以外の保健事業の健康診査の対象者のうち、過去に肝

機能異常を指摘されたことのある者、広範な外科的処置を受けたことのある者又は妊娠・分娩時に多量に出血したことの

ある者であって定期的に肝機能検査を受けていない者、及び基本健康診査において要指導（ＧＰＴ値）とされた者につい

て実施します。対象者には、住民健診の問診表と共にパンフレット及び肝炎ウィルス検診用の問診表を同封します。なお、

Ｃ型肝炎ウィルス検診については、過去に受けたことのある者は、実施の対象となりません。 

自覚症状がないことが多いＣ型肝炎  

Ｃ型肝炎ウィルス（ＨＣＶ）には日本人の１００～２００万人が感染していると考えられています。Ｃ型肝炎ウィルス

が感染すると、肝臓で増殖します。その結果、急性肝炎（身体がだるい、食欲がない、吐き気がする、白眼や皮膚が黄色

くなる等）を引き起こすこともありますが、成人では多くの場合、まったく症状がなかったり、急性肝炎になっても症状

が軽かったりします。その為、本人は感染に気づかず、体内で肝炎ウィルスが住みついてしまうことが多いのです。この

ような状態にある人をＣ型肝炎ウィルスの持続感染者（ＨＣＶキャリア）と呼びます。自覚症状はありませんが、体内の

免疫がＣ型肝炎ウィルスを排除できない場合、２０～３０年かけて肝硬変や肝臓がんを引き起こす可能性があります。 

Ｃ型肝炎ウィルスの検査  

Ｃ型肝炎ウィルスに感染しているかどうかは、採血して検査します。検査の結果、ウィルスが現在、身体の中に「いる

可能性が極めて高い」か「いない可能性が極めて高い」かを判定します。 
ＨＣＶキャリアであることがわかったら、診療所を受診して、「肝臓の状態」をチェックする為の検査や指導等を定期

的に受け、自己の健康管理に役立てるとともに、必要に応じて適切な治療を受けることをお勧めします。 
感染者の多くは、感染の時期がはっきりしていませんが、①４０歳以上。②平成４年以前に輸血を受けている。③輸入

非加熱血液凝固因子製剤の投与を受けたことがある。④フィブリノゲン製剤の投与を受けたことがある。⑤大きな手術を

受けたことがある。⑥長期間血液透析を受けている。⑦刺青をしたり、不潔な器具を使ってピアスをしたことがある。 
⑧薬物など注射の回し打ちをしたことがある。⑨医療従事者のように血液に触れる可能性が高い状態にあった。 
以上にあてはまる方は、是非、検査を受けましょう。 
 
※ 来月は、Ｂ型肝炎ウィルス検診についてお話しします。 
 

「肝心」「肝要」など大切なことや大事なことを意味する言葉には、肝

臓の肝の字が使われている通り、私たちの体にとっても非常に大切な働

きをしている実にタフな臓器なのです。健康であれば、半分切り取られ

ても残りの部分がその機能を遂行し、数ヶ月でもとの大きさに戻るほど

再生能力があります。そんな肝臓だからこそ、異常が現れたときは、深

刻。仕事ができて、寛大で、ついついそれに甘えて、有難さを忘れがち。

自分のわがままで、気づいた時には、取り返しのつかないことになって

いる。まるで、人間社会のような話・・・。そんなことにならないよう

に、ときには右脇腹をさすり、感謝の気持ちを忘れずに 
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村・都民税第１期納期限 入港日

国民健康保険税第１期納期限 母島巡回労働相談

父島動物巡回診療予約期間（～19） 野ネコ対策事業捕獲期間（～31）

ノヤギ駆除（西島）

臨時出張労働相談（父島）

入港日 高校図書館開放

高校図書館開放

定期予防接種 出港日

（三種混合・風疹・麻疹・日本脳炎） 村立小・中学校終業式

くらしの総合相談（～5）

くらしの法律相談

金融相談会（父島　～5）

金融相談会（母島） 村営バス夏季ダイヤ（扇浦線 ～9/1）

出港日

介護者教室（父島）

高校図書館開放

島内美化運動（父島）

フリーマーケット（父島）

インタープリター認定講習

ノヤギ駆除（～10　聟島）

入港日

小笠原村議会第2回定例会（一般質問） 育児学級（父島）

ホームヘルパー養成講習事前説明会

小笠原村議会第2回定例会（議会審議等）

高校図書館開放 小笠原観光ＰＲデー（東京ドーム）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

出港日

小笠原小・中学校遠泳大会

インタープリター養成講座

高校図書館開放

母島新ごみ処理施設名称募集締切

固定資産税第２期納期限

26 金

24 水

火

25 木

11 木

7 日

月

9 火

8

1 月

2 火

3 水

5

23

19
木4

金

6 土

13 土

12 金

金

22 月

17 水

18 木

20 土

日

15 月

16 火

27 土

29 月

28 日

30 火

31 水

21

10 水

日付 曜日

14 日

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

入・出港日

入・出港日

海の日

入・出港日

入・出港日




